青明舎　　フェイスシート

平成21年　4月26日　担当：兵藤　拓明

	登　録　者
	氏　名　　袴田　隆祐　様　　　男・女　　　　昭和　　52年　10月　10日（31歳）

	
	〒　039-2124　住　所　上北郡おいらせ町境田20-4　　電話　*自宅：0178-56-3643

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　**携帯：080-1674-9273

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	無し

	
	発症時期
	Ｈ13年頃（23歳時）
	罹 患 期 間
	約8年

	
	入院回数
	3回
	延べ入院年数
	約10ヶ月

	医療機関
	　青南病院　（主治医　田名部Dｒ）
	外来受診日
	水曜日（1回/4週）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	精神保健福祉手帳

（2級）

	経済状況
	年金
	年金の受給無し

	
	その他
	就労継続支援事業　給料5万～6万　※交通費も含む

	障害程度区分
	非該当
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	デイケア　（水）

	住まいの場
	実家

	登録年月日
	H19年8月10日
	身長
	170cm
	体重
	64kg

	最終学歴
	百石高等学校
	免許・資格
	普通自動車

	職　歴
	大工　　　　　　　　　（半年）

パチンコ店　　　　　　（半年）

衣料品店　ザワークス　（半年）

土木作業

	保　護　者
	氏名　　袴田　修三　様　　　　　　　続柄　　　父　　　（同居　・否）

	利用目的

・就労についての相談場所。

	入院・治療歴　初診日（H13年11月16日）

平成13年11月16日～平成13年12月*5日　　　約2週間　　入院　　八戸赤十字病院

平成14年*5月15日～平成14年*5月27日　　　約2週間　　入院　　　　　　　〃

平成18年*1月16日～平成18年*9月*9日　　　約8ヶ月　　入院　　　　　青南病院

	生活歴

下田町にて同胞3名の第2子として出生。百石高校を卒業後、父の仕事（大工）を手伝い、その後千葉県で半年大工するが、自分の部屋で暴れて倒れた為、千葉県内の病院へ搬送される（詳細不明）。その後、下田の実家へ戻り、パチンコ店やジャスコの衣料品店で働くが、どちらも半年程で退職する。以後、就職することなく、自宅で過ごし、友人と交流を持ち、時には友人と釣り等に出かけることもあった。

H13年7月に眩暈などの訴えがあり、11月5日より不安抑うつ状態の為、八戸赤十字病院通院開始するが、11月初旬頃より時々無断で外出し、家族が捜索する事もあった。11月16日「死ね。」という幻聴が聴こえリストカットすることがあり、八戸赤十字病院へ入院する（～H13年12月5日）。退院後は八戸赤十字病院へ通院を継続するが、H14年5月15日「鏡の中の自分が死ねと言う。」と話し、右目瞼上を自傷した為、2回目の入院（～H14年5月27日）。以後通院継続するが、7月頃に担当医が変更し「自分の事を分かってもらえない。」との発言が聞かれる。また、過喚起発作・動悸・眩暈・吐き気が出現し、12月頃に噛合せに違和感があり、青森労災病院を1回のみ受診するが、その頃より歯科治療を理由に怠薬するようになり、不安・抑うつ感が増悪傾向になる。本人より転院希望があり、H14年12月26日より青南病院への通院を開始、カウンセリングも導入する。

H15年10月に土木業に就職するが、吐き気・眩暈などの症状再燃により長続きしなかった。

H16年夏頃は、症状も比較的良好となり就労活動を行い就労するが、すぐに就労に耐えられないと病状を崩し、過喚起発作・動悸・眩暈・吐き気が増悪、自宅からほとんど外出しない状態となる。

H17年夏頃より症状増悪、食事量も減少、臥床して過ごすようになる。12月頃より排尿困難の訴えがあり、こんの医院を受診し漢方薬処方となるが、当院での治療を進められ1回のみの受診で終了する。しかし、排尿困難状態になると過喚起発作が起こり全身の振るえも顕著にみられるようになる。また、眩暈があり風呂場で倒れるかもしれないという不安から、入浴しない状態となる。

H18年1月15日に母より、過喚起発作があり苦しそうだと当院へ電話があり、対処方を伝え、翌日外来受診し、本人・家族より入院希望があることから、H18年1月16日入院する。H18年9月9日退院となり、外来通院を継続している。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

両親と兄との同居生活を行っており、父親は大工をしている。弟は結婚しており、おいらせ町に住んでいる。休日には、兄弟と買い物や外食に行くこともある。


平成　21年4月27日（月）

	氏　名
	袴田　隆裕　様
	男・女
	生年月日
	　昭和52年　10月　10日　（31歳）


	長期目標（中期・短期）

	・1日8時間就労をして、自立した生活を行う。

・1日4時間の作業に慣れる。


	これまでの経過（前回評価4月6日）

	【パセリー菜での就労訓練】平成20年3月～平成20年6月（約3ヶ月間）

H20年3月よりパセリー菜での就労訓練を実施。週3日、1日3～4時間の作業を行っているが、仕事の前に体調不良となる（睡眠不足、悩み）ことがある。H20年6月頃から「担当者が自分に合わない」「賃金が発生しない」「自分がやりたい仕事内容ではない」という本人の訴えにより約3ヶ月間で訓練終了となっている。

その後「一般就労したい」という本人の強い希望があり自主的にハローワークで求人を探すなどしているが、家族や青明舎スタッフからの説得により短時間のアルバイトからはじめることで納得している。

【農園カフェ日々木での就労訓練】平成20年9月～現在（約7ヶ月間）

青明舎からの紹介により、Ｈ20年9月1日から十和田にある就労継続支援事業所の「農園カフェひびき」の利用を開始している。（就労継続支援Ａ型）

農園カフェではホールでの配膳業務、清掃、配達という作業内容で週5日、1日4時間の訓練を実施。作業内容を覚え、職場の人間関係も特に問題なく就労することができているが、作業中の不安を訴えることやプライベートな悩みによって体調を崩し月に1.2回作業を欠席、早退することがある。不調や悩みがあるときはその都度、青明舎や通所スタッフに相談することができている。

訓練開始から7ヶ月経過しているが、本人の就労能力としては1日4時間、週5日の就労時間という設定で作業は問題なく実行できているものの、プライベートな悩み・不安によるストレス、睡眠不足などから体調を崩して嘔気・眩暈といった症状が出現し月1.2回欠勤、早退があるという状況である。

青明舎からは現在の就労場所で半年～1年位の期間で様子をみながら一般就労にむけてゆっくりとステップアップすることを勧めているが本人としては早めに一般就労したいという気持ちを強く訴えている。「周囲の人はなぜ自分を制限しようとするのか、自分は一般就労できると思う、失敗しても良いと思っている。」などの発言が聞かれている。一般就労を急ぐ背景には家庭の経済的な問題があり、早めに就労することで家族を助けたいという考えを話している。

【最近の様子】

H21年3月中旬には眠れない日が週に1・2回程あり、仕事にも影響して立ちくらみや眩暈がある為3時間で早退することがある。外来時に担当医へ相談し臨時薬の処方を提案されるが、本人は副作用が強くなる事を理由に拒否している。

H21年4月15日の通所利用時、スタッフとの面談によって約1ヶ月間服薬していないことが明らかとなる。外来受診時に担当医より服薬を確実に行うように説明を受けている。スタッフには「これからも自分で薬を減らすことがあるかもしれない」と話しており、服薬調整は自分で行わずに担当医へ相談するように説明している。

　H21年4月16日、現在の就労訓練先である「農園カフェひびき」の担当者から「フォレスト（デイサービス）」での就労訓練を勧められていると相談がある為、本人と面談実施。新たな訓練先について、5月のゴールデンウィーク過ぎに開始となる予定であることを報告しており、「今後はいきなり一般就労を目指すのではなく、新しい訓練場所で自分の体調を考えながら調整して進めて行きたい」と話しがある。「フォレスト」での訓練は「農園カフェひびき」と並行して行っていくとの事。

最近の体調について「憂鬱になることややる気が無くなることがある」「配膳業務の際に手が震える」「人ごみの中に行くと時々圧迫感がある」「朝時々吐き気がする」と不調の訴え聞かれている。

訓練開始前に本人、青明舎、就労訓練事業所で面談を実施し詳細を決定する予定。




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	・明確な目標設定と達成に向けた支援
	・短期目標を設定し、段階を踏んで徐々にステップアップを行い振り返り評価を行い本人の自信へと繋げモチベーションを上げる。

・事業所職員から評価をもらい、良くできている事に対しては、担当者の方から本人へ直接伝えてもらう。

・青明舎で事業所訪問を行い、本人の作業の様子を確認する。また、定期的に本人から作業内容や状況についての報告を行い確認・相談・面談を設定する。

・本人へ変化がある場合は、直ぐに関係機関からの情報収集・提供を行い対応する。
	3ヶ月

	・不安や悩みに対しての支援、体調不良時の対応
	・相談しやすい環境を作る。

・不安なことや疑問はその都度本人の話を聞き解決していく。

・生活リズムについての大きな乱れがないか本人から話を聞き、変化がある場合に随時対応を行う。

・本人に変化がある場合は主治医、関係機関に情報提供と情報収集を行う。
	3ヶ月


プラン計画者　氏名：兵藤　拓明　

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室




























